
2025年号アムスグループの健康と安心の取り組みをお届け 

　もし、健診の待ち時間が「耐える」もの
ではなく、「心穏やかに過ごす」ひととき
だとしたら。アムスランドマーククリニッ
クが約1年前に実施した施設リニューア
ルの根底には、そんな想いがありまし
た。受診者の皆様お一人おひとりの声に
真摯に耳を傾け、より快適な環境を追求
する。それが私たちの出発点です。

「待つ」から「過ごす」へ
自然が織りなす癒し・安らぎ・活力の空間

　今回のリニューアルで最も重視され
たのは、受診者の皆様に「待ち時間も快
適に過ごしていただく」こと。以前は統一
感が薄れていた空間を「横浜の自然との
調和」という一貫したコンセプトのもとで
再構築しました。無機質な記号で呼ばれ
ていた待合スペースは、「小路」「夕日」
「港」と、横浜の風景を思わせる名前へと
生まれ変わりました。

　エントランスから続く「小路の待合」
は、木と緑にあふれた空間で、施設に入
った瞬間の緊張を和らげます。バリウム
検査待ちの受診者の皆様が多い「夕日
の待合」では、夕日をイメージしたオレン
ジ色の光が、不安な気持ちを和らげ、ポ
ジティブな影響を与えるよう設計されて
います。そして、最も滞在時間が長くな
る結果説明待ちの「港の待合」は、グレー
を基調とした落ち着いた空間に。波をイ
メージしたカーテンや、ゆったりと座れる
一人掛けの椅子を設え、待ち時間のこと
を忘れさせるような工夫が凝らされてい
ます。

「声」がカタチに
快適さと居心地の良さの追及

　こうした空間デザインの随所に、受診
者の皆様から寄せられた貴重なご意見
が生かされています。例えば「足が不自
由なので広いスペースで着替えたい」と
いうご意見をきっかけに、車椅子をご利
用の受診者の皆様だけでなく、どなたで
もゆったりと着替えができる広いロッカ
ールームを設置しました。
　受付では、過去のご利用歴からお身体
の状態を把握し、さりげなくそのロッカー

ルームへご案内することもあります。こ
うした細やかな配慮は、受診者の皆様に
とって「自分のことをわかってくれてい
る」という信頼感につながっています。
　また、「検査前で飲物が飲めないのに
隣で飲んでいる方がいると気になる」と
いうお声を受け、「港の待合」ではグリー
ンウォールで空間をさりげなく仕切り、ド
リンクを飲めるエリアと飲めないエリア
を分ける改善も行いました。
　リニューアル後には、「フロア名が変わ
り、デザインも統一されておしゃれ。時計

にもこだわりを感じました」といった、細
部にまで目を向けた温かいアンケートで
のご意見・又は感想などが寄せられてい
ます。
　リニューアルから約1年、施設に関す
る好意的なご意見は、毎月多数寄せられ
ています。皆様に安心して選んでいただ
けるよう、快適さと居心地の良さを追求
していきます。この空間は、完成ではあり
ません。受診者の皆様のお声と共に、こ
れからも進化し続けます。

す。
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受診者の皆様の声に寄り添い
進化する安らぎの空間へ
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医療ネットワーク
― 健診の後も安心は続く　医療機関をつなぐ架け橋 ― 
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アムスランドマーククリニック（横浜）
内視鏡検査（胃カメラ）体制を拡充

　

　「内視鏡検査（胃カメラ）を受けたいの
に、予約がなかなか取れない」。これま
で、受診者の皆様から多くの切実な訴え
が寄せられていました。特に、健診期間
が定められている団体の受診者の皆様
にとっては、予約の取りづらさが大きな
課題となっていました。こうした皆様の
声に真摯に向き合い、不安なく検査を受

けていただきたいとの思いから、アムス
ランドマーククリニックでは2025年4
月、内視鏡検査室を1室から2室へと増
設いたしました。
　この増設により、年間で約5,000件分
の新たな予約枠が生まれ、予約状況は大
きく改善されました。増設から数ヶ月、予
約枠は常に9割以上が利用される状況

　健診は、受けて終わりではありませ
ん。精密検査が必要になられた方へのア
フターフォローも大切にしています。健
診で異常が見つかったとしても、その先
の検査や治療へとスムーズにつながら
なければ、本当の安心は得られないから
です。
　「要精密検査」という結果が出た時、受
診者の皆様が直面する課題の一つに「予
約の壁」があります。専門性の高い医療
機関の中には、紹介内容の確認が難しい
ため、個人からの直接の予約を受け付け
ていないケースが少なくありません。こ
のような場合でも、私たちが医療機関と
して連絡を取ることで、ご本人様に代わ
ってスムーズに予約手続きを進めること
ができます。
　お電話で「どの病院に行けば良いか」
とご相談を受けた際には、検査内容や通

院の可能性を考慮し、「CTなどの設備が
整った病院が良いでしょう」「通院が必要
になるかもしれないので、ご自宅の近くを
選びましょう」と、受診者の皆様の状況に
合わせた提案を心がけています。
　健診を受けて終わりではなく、二次検
査（精密検査）の結果まで把握し、次回の
受診に繋げる。その責任を果たすための
確かな連携が、ここにあります。健診から
治療まで、すべての受診者の皆様の健や
かな未来を支えるーそれがアムスの
「医療ネットワーク」です。

安全への意識を新たに　アムス初の医療安全講習会を開催

医療安全への取り組み

　もしもの事故を、決して起こさないた
めに、医療の現場では、常に安全への高
い意識が求められます。特に予防医学を
担う私たちにとって、皆様に安心して健
診を受けていただく環境づくりは非常に
大切です。この思いを形にするため、アム
スグループでは2024年、厚生労働省が
定める「医療安全推進週間」に先立ち、ア
ムス初となる医療安全講習会を10月
27日に横浜ロイヤルパークホテルにて
開催しました。
　会場には、東京・大阪・神奈川の3クリ
ニックから130名のスタッフが集まり、
安全への意識を新たにしました。講習会
では、予防医学が社会で果たす役割や
日々の実践の重要性、そして過去の事
例から学ぶリスク管理など、専門的な視
点から安全を深く掘り下げました。スタ
ッフたちは真剣な表情で耳を傾け、自ら
の業務の意義を改めて見つめ直す貴重

　私たちがご提供するサービスにおい
て、「当たり前に健診が始まり、無事に終
わること」こそが、何よりも守るべき基盤
です。しかし日々の業務の中には、幸い大
事には至らずとも、ヒヤリとしたり、ハッと
したりする瞬間が潜んでいます。私たち
は、その小さな気づきを決して見過ごさ
ず、未来の安全へと繋げる組織でありた
い。その想いを全スタッフで再確認し、具
体的な行動へと結びつけるのが、年に一
度の「安全週間」です。厚生労働省は
2001年から「患者の安全を守るための
共同行動」を推進し、11月25日を含む1
週間を「医療安全推進週間」と定めてい

な時間となりました。
　講習会後には、普段異なる拠点で働く
スタッフたちが活発に意見を交わし、互
いの知見を共有する姿が見られました。
こうした施設を越えた交流が、アムスの
安全文化をより一層強く育んでいくよう
望んでおります。また、同日にはリニュー
アルしたアムスランドマーククリニックの
内覧会も行われました。
　今回の学びを日々の業務に活かすこと
で、心から安心できる健診環境が生まれま
す。安全への取り組みを文化として根付
かせ、皆様の健康を支える揺るぎないパー
トナーであり続けていきます。
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ます。アムスではこの期間を「安全週間」
とし、医療安全の取組を強化しています。

「なぜ？」を問い直すことから始まる安全

　今年度の安全週間のテーマは、「マニ
ュアルの理解と見直し」です。これは、
日々現場のスタッフから提出される「ク
オリティ向上報告書」を丁寧に分析し、導
き出したものです。報告書を分析する中
で、「マニュアルの不確認」や「自己判断に
よる手順の省略」がインシデントに繋が
りかねないという課題が見えてきました。
この課題に対し、私たちは単に「ルールを
守れ」と指示するのではなく、「なぜ、その

一手間が必要なのか」という本質を、全
員で深く理解することから始めました。

対話で受け継ぐ、
経験という名の「知恵の結晶」

　その中心となるのが、期間中、各施設
で開かれる「安全会議」です。そこでは、
一方的な講義ではなく、活発な対話を重
視しています。例えば、ある検査手順につ
いて、経験の浅いスタッフが疑問を投げ
かけると、長年の経験を持つ先輩が、過
去に実際にあったヒヤリとした事例を交
えながら、その手順が防いでいる重大な
リスクについて話をするという具合です。
アムスのマニュアルは、単なる業務手順
書ではありません。”過去の失敗や経験
から学び、安全管理担当理事や法務監事
など専門家の目を通して幾度も磨き上げ
られた、「受診者とスタッフ双方を守るた
めの知恵の結晶」”なのです。この会議
は、マニュアルに込められた想いを、次の
世代へと受け継ぐ貴重な時間となりま
す。
　さらに、私たちの取り組みが独りよがり
にならないよう、厚生労働省が定める「安
全な医療を提供するための10の要点」
を指針としています。今年はこの指針に
沿ってアムスの具体的な取り組みを解説
したオリジナルの冊子と研修動画を制作

しました。専門的な内容を、いかに分かり
やすく、心に届く言葉で伝えられるか。管
理職や現場の責任者が議論を重ね、安全
への想いを込めて作り上げたこれらの教
材は、私たちの安全文化の道しるべとな
ります。

皆様の声と共に、未来の安全を育む

　もちろん、私たちの取り組みはクリニ
ック内だけで完結するものではありませ
ん。安全週間中は、ご来院いただく皆様
や、従業員の皆様の健康を託してくださ
る健康保険組合のご担当者様にも、私た
ちの活動を知っていただくための案内を
行い、アンケートへのご協力をお願いい
たします。皆様からいただく「少し不安に
感じた」「こうだったらもっと安心できる」
という一つひとつの声こそが、私たちの
サービスをより安全で質の高いものへと
導く、何よりの力となります。
　安全とは、一度確立すれば終わりとい
うものではなく、日々の地道な実践と見
直しの中で、丁寧に織り上げられていく
ものです。アムスは、「安全」を全ての基
本となる第一の柱として、スタッフ同士の
対話を大切にしながら、皆様が心から安
心して健診を受けられる環境づくりに、真
摯に取り組んでまいります。

が続いており、いかに多くの受診者の皆
様が待ち望んでいらっしゃったかがうか
がえます。実際に受付には「予約が取り
やすくなって本当に助かった」「安心して
受診日を迎えられた」といった感謝のお
言葉が数多く届いています。
　この成果は、単に設備を増やしただけ
で得られたものではありません。現場で
は、検査を円滑に進めるため、看護師た
ちが日々改善を重ねています。例えば、
検査前の問診では、短い時間で的確に
必要なことをお伺いできるよう聞き方を
工夫し、受診者の皆様をお待たせしない

よう努めています。また、2つの検査室を
連携させ、交互にスムーズにご案内でき
るよう、スタッフ間で密に話し合いながら
運用方法を常に見直しています。こうし
た地道な努力が、快適な受診環境を支え
ています。
　受診者の皆様のお声にお応えすること
が、質の高い予防医療の第一歩です。こ
の歩みを止めることなく、今後は大阪や
東京のクリニックにおいても拡充を検討
しています。皆様の健康な毎日を支える
ため、健診を受けやすい環境づくりへの
歩みを止めることはありません。

2025年安全週間



理念を共有し、チームで支える医療へ 
～新人研修にビデオ導入～

ペーパーレス化で実現する、安全・正確で分かりやすい健診へ

コツを知れば簡単！
野菜を手軽に摂る方法

アムス
公式ウェブサイトの
「健康コラム」で
続きをチェック→

　皆様は、日頃のお食事で野菜を
十分に摂れていますか？
　野菜には、ビタミン・ミネラル・食
物繊維など、身体の調子を整える
ために欠かせない栄養素が豊富に
含まれており、健康を維持するうえ
でとても大切な食材です。厚生労
働省が推奨する1日の野菜摂取量
は350g以上ですが、「国民健康・
栄養調査」によると、日本人の平均
摂取量は成人男性で約290g、成
人女性で約270gと、目標量に届
いていないのが現状です。
　忙しさや調理の手間、野菜の傷
みやすさなどが、野菜不足の要因
と考えられますが、工夫次第で手
軽に野菜を取り入れることができ
ます。たとえば、「電子レンジ」や
「調理ばさみ」を使えば、包丁や火
を使わず簡単に野菜料理が作れま
す。また、レタスやベビーリーフな
ど、洗うだけでそのまま食べられる
野菜をストックしておくのもおすす
めです。
　まずはできることから始めて、毎
日の食事に少しずつ野菜を取り入
れてみましょう。

　かつてアムスでは健診における膨大
な量の検査データは全て紙で管理され、
保管スペースの確保や、紛失・入れ間違
いといったリスクが常に課題としてあり
ました。私たちは、受診者の皆様の大切
な健康情報をより安全かつ正確に管理
するため、ペーパーレス化を推進してい
ます。この取り組みは、まず運用体制の
整ったアムスニューオータニクリニック
で試験的に導入し、改善を重ねた上で全
施設へ展開するという堅実なプロセスで
進められました。
　システム導入により、現場の業務は大
きく変わりました。医師や技師が直接デ
ータを入力するため、従来の手書き所見
用紙からの記録の不正確さがなくなり、
情報の正確性が格段に向上しました。ス
タッフが紙の書類を探したり、部署間で
回覧したりする時間も削減され、業務全

　「痛い」、マンモグラフィー検査に対し
て、多くの方がそうした不安を抱えてい
るようです。しかし、日本人女性で最も罹
患数が多い「乳がん」は、早期発見が非
常に大切です。5年生存率は92.3%と
高く、早く見つけることで治癒が期待で
きます。そのための重要な役割を担うの
が、マンモグラフィー検査です。
　マンモグラフィーは、病変を画像とし
て捉えることができるため、乳がんの早
期発見に非常に有効です。そのため、国

からも40歳以上の女性は2年に1度の
受診が推奨されています。
　私たちは、検査への不安な気持ちにど
こまでも寄り添いたいと考えています。
　例えば検査室では、まず「以前のマン
モグラフィー検査では痛みを強く感じま
したか？」とお声がけし、お気持ちを伺うこ
とから始めます。痛みが強いとおっしゃる
方には、緊張を和らげるために一緒に乳
房のマッサージを行うこともあります。ほ
んの数分の検査時間ですが、少しでも安
心して臨んでいただけるよう、コミュニケ
ーションを何よりも大切にしています。
　日々の体調や美容に向き合うことと同
じように、年に一度、ご自身の身体を慈し
む時間として、検査を考えてみません
か。未来のあなた自身のために。
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率が改善しています。
　こうした変化は、受診者の皆様が体験
されるサービスにも反映されています。
例えば、検査後の所見入力が迅速化され
たことで、次の検査へよりスムーズにご案
内できるようになりました。結果説明の際
も、画面に表示されるデータは手書きに
比べて格段に見やすく、ご自身のお体の
状態を直感的にご理解いただけます。実
際に「過去のデータとの比較がしやすく
なった」とのお声もいただいています。
　今後はご自宅などから問診票の入力
や成績表の確認ができるWeb化も検討
しています。健診の未来は、より快適に、
より分かりやすく。その進化にご期待く
ださい。

　質の高い医療は、質の高いチームから
生まれる。アムスの医療サービスは、ス
タッフそれぞれの専門性に加え、法人全
体の理念共有と円滑なチームワークに
よって支えられています。しかし、これま
では新入スタッフが自部署の業務以外
を知る機会は限られていました。そこで
私たちは、法人全体で質の高いサービス
を提供するための新たな取り組みとし
て、職員研修動画を導入しました。
　この動画では、法人の歴史や各施設の
成り立ち、そして私たちが最も大切にし
ている理念である「4つの柱」を、入職後
すぐに学べるように構成されています。
動画を通じて、他の部署がどのような仕
事をしているのか、そして自分の仕事が
組織の中でどう繋がっているのかを理解
することで、スタッフの視野を大きく広
げます。
　また、研修では、受診者の皆様が様々

な背景や思いを抱えて来院されることに
も触れています。会社の方針で受診され
る方、不安を抱えている方など、受診者
の皆様が抱える様々な状況を理解し、お
気持ちを尊重することの大切さを全ス
タッフで再確認しています。
　こうした研修を通じてスタッフ間の相
互理解を深め、組織への愛着を育むこと
が、最終的には受診者の皆様への質の
高いサービスを実現させると信じていま
す。スタッフの成長が、受診者の皆様へ
の安心と信頼につながる。その好循環
を、これからも創り続けていきます。

健康
コラム

あなたと未来のための乳がん検診 
～心に寄り添うマンモグラフィー検査～

　健診の『安心』という客観的な指標の一
つが、日本総合健診医学会が審査する「優
良総合健診施設認定」です。これは、いわ
ば健診における「質の高さの指標」であ
り、受診者の皆様の安心・安全を確保でき
る環境が整っていることを示しています。
　この認定を受けるには、独立性を保持
した空間での健診実施や高い水準の検
査体制、そして受診者の皆様に医師が当
日直接結果を説明し生活指導まで行うこ
となど、厳しい基準をすべて満たす必要
があります。審査項目は運営体制や安全
管理など152項目にも及び、その品質は
厳しく問われます。そのなかで、2024
年、アムスニューオータニクリニックとア

ムス丸の内パレスビルクリニックはそれ
ぞれ審査が行われ一度で審査を通過し
ました。そして、2026年にはアムスラン
ドマーククリニックの審査が予定されて
おり、前回同様一度での審査通過を目指
しております。
　審査は「合格」がゴールではなく、第三
者の目で自らの取り組みを振り返り、改善
点を見つけるための貴重な機会だと捉え
ています。日々の業務を丁寧に見つめ直
し、積み重ねていくこと。その実践こそが、
受診者の皆様の安心と信頼につながると
信じています。日々の業務そのもので質
の高さを証明し続ける。私たちはこれから
も、その姿勢を貫いてまいります。

「質の高い健診」を日々のスタンダードに
　　　　             優良総合健診施設認定が示すもの

最近ちょっと
疲れやすいなぁ…
野菜不足かな～ 

日本人の平均野菜摂取量は
厚生労働省の目標の
約8割しかないんだって！

えっ！？そんなに
食べられてないの？

レンジやはさみを
使えばカンタン！
すぐ蒸し野菜！

これなら続けられそう！

包丁や火を使わず野菜料理

縦のカギ ： 1.ホケンショウ　2.ゴサ　３．フジンカ　4.エックスセン　6.シンサツ　8.ヤマ　横のカギ ： １．ホゴ　3.フタエ　5.ケサ　6.シンヤク　7.シホンカ　8.ヤセ　9.ウセツ　10.マン　答え ： ケンシンクロスワードの解答

まずは
できることから
毎日の食事に
野菜をプラス！

※2024年8月の健康コラムより



　受診者の皆様のお声におこたえしました～ご意見をカタチに～

　2025年12月2日に健康保険証の原
則廃止が迫っております。マイナンバー
カードへの一本化に際し、「手続きは難し
くないだろうか」「使用方法がよくわから
ない」と不安を感じている方もいらっしゃ
るかもしれません。この件に対して、健保
組合のご担当者様からお問い合わせを
いただくことも少なくありませんが、私
たちは、誰もが戸惑うことなく受診でき
る環境づくりを進めています。
　そのために、顔認証付きカードリーダ
ーに加え、資格確認アプリを搭載したス
マートフォンによる認証端末を複数台設
置し、様々な状況に備えています。それ
は、混雑時にも受診者の皆様をお待たせ
しないための工夫です。しかし、大切なの
は機器を扱う「人」の対応です。受付スタ
ッフは、従来の保険証や資格確認書など
複数の確認方法を学び、どの証明書をご
提示いただいても戸惑うことなくご案内

できるよう、常に知識を更新しています。
　受付では、受診者の皆様が認証画面
の操作で迷わないよう、丁寧なご説明を
心がけています。専門知識を持つスタッ
フが、自然に手続きを誘導することで、ス
ムーズな受付を実現しています。
　制度や技術は変わります。しかし、私た
ちが受診者サービスを第一に考える心
は変わりません。

JOURNALAMS 

「大地の待合や受付のソファのスプリングが弱く、腰が沈むのを
改善していただきたいです。腰が悪いので」（50代女性）

昨年のアンケートに婦人科のご担当先生を女性にして欲しいとの
要望を書かせていただきましたが、今年は女性の先生に
変えて下さり、安心感が持てました。（40代女性）

今年もご受診ありがとうございます。昨年のご要望を受け、
健診システムに記録を残し、各部署への申し送りも行ったうえで
対応させていただきました。来年もご受診いただきますよう、
スタッフ一同お待ちしております。

ご受診いただきましたご感想を
Googleマップに投稿して
いただけますと幸いです

ご受診いただきましたご感想を
Googleマップに投稿して
いただけますと幸いです

横のカギ

縦のカギ
1.医療を受診する際に提出する、
　被保険者である事を証明する証明書。
2.真の値と計算・測定して得た近似値との差。
3.女性の性に関する医療全般。
4.これを当てると体内の骨や肺の
　状態が見えます。
6.医者が患者の体を調べ、
　病気の原因などを判断すること。
8.周りよりも大きく盛り上がっている土地。

1.害を受けないようにかばい、守ること。
3.二つ重なっていること。にじゅう。
5.今日の朝。
6.新しい薬。「〇〇〇〇開発」
7.資本を投下し、企業を経営して利潤を上げる人。
8.体が細く、太っていないこと。「〇〇の大食い」
9.道や進む方向が右へ曲がること。
10.千の十倍。百の百倍。

横のカギ、縦のカギの
クイズを解いて、
空いたマスを埋めよう！

皆様よりいただいたご意見・ご感想を参考に
安心してご利用いただけるクリニックづくりを目指し
今後もサービスの向上と環境の改善に努めてまいります

Googleマップで、ご受診いただいた
アムスのクリニックを検索し、
表示された施設名をタップすると
簡単に投稿いただけます。（所要時間1～2分）

皆様のご意見が
スタッフの励みになります。 

受診当日は、ご負担をお掛けしてしまい申し訳ございません。
7月28日に各待合のソファークッションの入れ替えを実施しました。
これにより立ち上がる際クッションが沈み込むことがなくなりました。
来年もご受診いただきますよう、スタッフ一同お待ちしております。

マイナ保険証も安心　スムーズな受診を支える現場の取り組み

　人間ドック受診中にふと感じた「少し寒
いな」「この表示、少し分かりにくいな」と
いった小さな気づき。私たちは、皆様か
らいただくアンケートの一つひとつを
「受診者の皆様による毎日のモニタリン
グ」と捉え、サービス改善の重要な指針
として大切にしています。
　皆様から寄せられたご意見は、すぐに
サービス委員会で共有され、「掲示物を
こう変えてみよう」「案内の手順を見直
そう」といった具体的なアクションへと繋
げます。スタッフ自ら改善点を探すだけ
でなく、皆様のお声に真摯に耳を傾け、
行動することこそが、私たちのサービス
の根幹にある考え方です。
　私たちが目指すのは、スタッフに気軽
に話しかけられる温かい雰囲気づくりで
す。例えば、ブランケットをご用意してい
ても、遠慮して使われない方がいらっしゃ

います。そんな時「寒くありませんか？」
と一声おかけすることで、初めて「じゃ
あ、お借りします」と心を開いてくださり
ます。常に受診者の皆様の様子を見守
り、困っているご様子を察して声をかけ
ること。この小さな積み重ねが、何よりの
安心を創り出すと信じています。
　心地よいコミュニケーションは、リラッ
クスして検査に臨んでいただくことにも
繋がり、より精度の高い健診結果にも貢
献します。皆様からいただく様々な「気
づき」が、私たちのサービスを明日へと
導きます。

「皆様の声」が私たちの羅針盤
～アンケートから始まる、日々のサービス改善～

　2024年度から、生活習慣病予防を目
的とした新しい「特定健診・特定保健指
導」が始まりました。今回の国の制度改
定で大きな変更点は、これまでの「回数」
を重視する支援から、体重減などの「成
果」をより重視する仕組みになった点で
す。これにより、個々の生活習慣の改善
を、いかに着実にサポートできるかがこ
れまで以上に大切になっています。
　アムスでは、この新しい方針に対応し
ていますが、大切にしている根幹は変わ
りません。それは、制度が始まった
2008年から一貫して続けている「健診
当日の初回面談」です。検査を終え、ご自
身の健康への意識が最も高まっている
その日に、専門スタッフが丁寧にお声が
けし、保健指導へとスムーズにおつなぎ
しています。他の機関では後日になるこ
とも多い面談を、その場で実施できるの
はアムスならではの強みです。

　面談では、「まずは今の体重の3%減
量を目標にしてみましょう」と、無理なく
始められる具体的な提案を心がけてい
ます。大きな目標に気後れすることなく、
小さな成功体験を積み重ねていただく
ためです。質問票の回答だけでなく、何
気ない会話からその方の生活背景を理
解し、その方に合った継続可能な方法を
一緒に探していきます。
　制度は変わっても、受診者の皆様に寄
り添い、確かな健康へとつなげる姿勢は
変わりません。いつでも安心して相談で
きる、皆様にとって一番の味方でありた
いと願っています。

第4期特定保健指導、はじまる
～成果へつなぐ、アムスの変わらぬ姿勢～

健
康クロスワ

ード
パズル
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※解答一覧は中面右下に


